
福井県衛生環境研究センター活動報告 概要 

 
発表演題名 ヨシ群落を利用した湖沼の水質改善とヨシ等の有効利用技術（バイオマス

エタノール等）に関する研究 

発表学会名 第 21回廃棄物資源循環学会 
発表者名 南部 浩孝 （環境部） 

開催場所 金沢市文化ホール他 

発表日時 平成２２年 １１月 ６日（土） 

発表内容 湖沼の水質浄化や生物多様性保全の観点から、本県では、ヨシを植栽し

た浮礁や渚護岸の整備に取り組んでいる。水生植物による水質浄化の十分

な効果を得るためには、富栄養化の原因物質である窒素・燐を吸収して成

長した植物体を刈り取り、窒素・燐を系外除去する必要がある。 

そこで、ヨシ等の成分であるセルロースから、エタノールの前段階であ

るグルコースへ分解するにあたって、ヨシの硫酸分解による最適条件につ

いて検討した。 

硫酸濃度、分解時間、分解温度を変化させたときのヨシ粉末体 1g からの

グルコース生成量を測定したところ、130℃、3.0N、8 時間の条件で、グル

コース生成濃度が最大の 3,628mg/L となった。乾燥粉末ヨシのセルロース

含量は、37.1%であったため、ヨシに含まれるセルロースからのグルコース

生成収率は 48.9％であった。 

 


